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皆
さ
ん
の
周
り
に
、
少
し
困
っ
た
な
と
思
う
患
者

さ
ん
、
医
療
従
事
者
、
学
生
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
だ
ろ

う
か
。
実
は
「
困
っ
た
人
は
困
っ
て
い
る
人
」
で
、

表
に
見
え
て
い
る
「
問
題
行
動
」
は
、
ト
ラ
ウ
マ
に

よ
る
結
果
か
も
し
れ
な
い
。
全
て
の
人
に
ト
ラ
ウ
マ

体
験
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
念
頭
に

置
き
、
配
慮
有
る
関
わ
り
を
持
と
う
と
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
が
、
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
で
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
令
和
４
年
度
の

小
・
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
は

２
９
９
、
０
４
８
人
と
、
前
年
度
よ
り
５
４
、
１
０
８

人
増
加
し
過
去
最
多
と
な
り
、
在
籍
児
童
生
徒
に
占

め
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
割
合
は
３
・
２
％
と
な
っ

た
。
北
海
道
に
お
け
る
１
、
０
０
０
人
当
た
り
の
不

登
校
児
童
生
徒
数
は
35
・
１
人
と
全
国
平
均
を
上
回

る
。
も
ち
ろ
ん
不
登
校
の
理
由
は
一
様
で
は
な
い
。

た
だ
、
こ
こ
数
年
の
増
加
は
著
し
く
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
学
校
や
家
庭
に
お
け
る

生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
子
供
た
ち
の
行
動
に

影
響
を
与
え
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

先
日
開
催
さ
れ
た
第
70
回
北
海
道
学
校
保
健
・
安

全
研
究
大
会
札
幌
大
会
の
基
調
講
演
に
お
い
て
、
国

立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
山
口
有
紗
先
生
は
、

子
ど
も
の
健
康
と
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
、
逆
境

的
小
児
期
体
験
に
よ
る
健
康
被
害
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
変
化
な
ど
を
ト
ラ
ウ
マ
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
の
視
点
を
交
え
て
わ
か
り
や
す

く
講
演
さ
れ
た
。
今
回
は
、
見
過
ご
さ
れ
や
す
く
、

誤
解
さ
れ
や
す
い
ト
ラ
ウ
マ
の
影
響
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
。

　

ト
ラ
ウ
マ
は
、
狭
義
で
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
の
診
断
基
準
と
な
る
「
実
際
に
、

危
う
く
死
ぬ
、
重
傷
を
負
う
、
性
的
暴
力
を
受
け
る
」

出
来
事
を
指
す
。
一
方
、
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
ケ
ア
で
用
い
ら
れ
る
広
義
の
ト
ラ
ウ
マ
に
は
、「
身

体
的
ま
た
は
感
情
的
に
有
害
で
、
長
期
的
な
影
響
を

与
え
る
体
験
（
子
ど
も
の
頃
の
両
親
の
別
居
、
家
族

の
精
神
疾
患
や
自
殺
、
貧
困
、
い
じ
め
な
ど
）
」
が

含
ま
れ
る
。
本
邦
で
は
、
狭
義
の
ト
ラ
ウ
マ
を
有
す

る
人
は
６
割
お

り
、
特
に
精
神

科
通
院
患
者
で

は
94
％
に
上
る

と
報
告
さ
れ
る
。

　

ト

ラ

ウ

マ

を

経

験

す

る

と
、人
は
闘
う

（F
ig

h
t

）
、逃
げ

る
（F

lig
h
t

）
、
固
ま
る
（F

re
e
ze

）の
行
動
を
と
る
こ

と
が
多
い
と
さ
れ
、
頭
文
字
を
と
っ
て
３
つ
の
Ｆ
と

言
わ
れ
る
。
反
復
す
る
虐
待
な
ど
の
恐
怖
に
よ
る
緊

張
状
態
は
、
物
音
や
気
配
に
過
敏
に
反
応
す
る
戦
闘

モ
ー
ド
を
も
た
ら
す
一
方
、
心
は
鈍
麻
し
、
外
か
ら

見
る
と
ボ
ー
っ
と
し
て
い
た
り
、
や
る
気
が
な
さ
そ

う
に
見
え
た
り
、
思
い
出
し
そ
う
な
人
や
場
を
避
け

て
生
活
が
制
限
さ
れ
う
る
。

　

ト
ラ
ウ
マ
体
験
後
の
長
期
的
な
影
響
で
あ
る
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
に
は
、
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
た
出
来
事
を
急
に
思

い
出
す
、
悪
夢
を
見
る
と
い
う
『
侵
入
（
再
体
験
）』
、

そ
の
出
来
事
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う
な
場
面
、
人
な

ど
を
避
け
る
『
回
避
』、
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
な
い
、

否
定
的
な
思
考
、
興
味
喪
失
な
ど
『
認
知
・
気
分
の

陰
性
変
化
』
、
不
眠
、
集
中
力
の
低
下
、
易
怒
性
な

ど
の
『
過
覚
醒
』
な
ど
の
症
状
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特

に
、
過
覚
醒
症
状
は
、
問
題
行
動
や
発
達
障
害
と
し

て
誤
解
さ
れ
や
す
い
。

　

た
だ
し
、
ト
ラ
ウ
マ
体
験
に
よ
り
全
て
の
人
が
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
発
症
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ト
ラ
ウ
マ
と

な
る
出
来
事
が
あ
っ
た
と
き
、
出
来
事
を
ど
う
体
験

し
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
い
る
か
を
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
は
、
特
別
な

専
門
家
だ
け
が
行
う
も
の
で
は
な
く
、
ト
ラ
ウ
マ

に
つ
い
て
知
識
を
持
ち
、
そ
の
知
識
や
情
報
に
基

づ
い
て
関
心
、
配
慮
、
注
意
を
持
っ
た
関
わ
り
を

行
う
こ
と
で
あ
り
、
現
在
の
行
動
を
ト
ラ
ウ
マ
の

観
点
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
。
米
国
保
健
福
祉
省
薬
物
乱
用
・
精
神
衛
生
管
理

庁
は
、
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
の
視
点

と
し
て
「
４
つ
の
Ｒ
」
、
す
な
わ
ち
、
ト
ラ
ウ
マ
の

広
範
な
影
響
と
回
復
の
可
能
性
を
理
解
（R

e
a
lize

）

し
、
ト
ラ
ウ
マ
の
兆
候
や
症
状
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き

（R
e
c
o
g

n
iz

e

）
、
十
分
な
知
識
を
統
合
し
て
対
応

（R
e
s
p
o
n

d

）
し
、
再
ト
ラ
ウ
マ
化
を
防
ぐ
（R

e
-

tra
u
m

a
tiza

tio
n

）
こ
と
の
重
要
性
を
謳
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
の
概
念

は
様
々
な
領
域
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
医
療
の

場
に
お
い
て
は
、
患
者
と
医
療
者
の
関
係
づ
く
り
に

役
立
つ
と
と
も
に
、
患
者
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
引
き

出
す
こ
と
に
よ
り
、
治
療
効
果
の
向
上
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

組
織
・
社
会
全
体
が
、
「
ト
ラ
ウ
マ
の
視
点
か
ら

見
る
」
こ
と
を
共
有
で
き
れ
ば
、
困
っ
た
人
も
、
障

害
や
疾
病
を
抱
え
て
い
る
人
も
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

た
人
も
、
老
若
男
女
か
か
わ
ら
ず
生
き
や
す
い
未
来

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

困
っ
た
人
は
困
っ
て
い
る
人

―
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
に
つ
い
て
―
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